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城山中建設計画

城山中学校

1981年（昭和56年11月）

建設が始まる

場所：川町792番地



城山中学校 所在地



建設予定地城山中学校
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城山中学校 祝開校 1983.2.1



城山中学校 祝開校 1983.2



城山中学校



城山中学校

正門風景 1983.4.10



城山中学校

校舎全景 1986.11.17増築



城山中教育目標（開校当時）



城山中教育目標

学ぶ・鍛える・思いやる



校旗城山中学校



校章
城山中学校



校章制定の経過
城山中学校

昭和58年7月、校章制定委員会では、全生徒

に図案を提出させ、その中より６～７点を厳選

し、常盤正司氏にそのデザイン化を依頼した。

－表現内容－

城山中学校付近に生息するカンアオイ（寒

葵）の葉と花の感覚を表現し、中心の三角は、

かっての城山城主・北条氏照公の紋章「三つ

鱗」になっている。



校章の由来
城山中学校

かつて本校の周辺の山林には、カンアオイの

自生がみられた。その三つ葉を放射状に組み合

わせ、その上に八王子城（城山）の城主であっ

た北条氏の家紋「三つ鱗」を配したのが本校の

校章である。

三つ葉のカンアオイは川町、弐分方町、元八

王子町の三地区の一体化を表している。

校章制定で公募された作品の中から、常盤

正司氏がデザインしたものである。



校歌（歌詞）
城山中学校



作詞者の言葉 宮沢章二

校歌は学校のシンボルですが、それと同時に中
学校や高等学校の場合は、青春謳歌でもありたい
と、私は考えています。声高らかに校歌をうたう
時、自分たちが城山中学校の生徒であることの自
覚と誇りがおのずから胸に溢れてくるでしょう。
そのように歌って欲しいし、私自身も、そのよ

うに歌うために書いたつもりです。
校歌の根底には、学校の教育目標が据えられてい
ます。しかし、それだけでは歌う詩になりません
から、学校を取り巻く地域の自然環境や社会環境
もまた不可欠の要素として歌いこまれます。



城山中学校 校歌（音符）



作曲者の言葉 小山章三

城山中学校の校歌を作曲させて頂いて光栄です。
宮沢章二先生のすばらしい詩のおかげで、すらすら作曲
できました。「山よ緑の手をあげよ」の歌いだしが印象
深く、また音楽的に感じました。そのせいでしょう。
このはじめのところが、詩を読んだとたんにメロディが
浮かびました。最初の動機が作曲のよしあしを決めてし
まうと言っても良いと思います。もしこの曲が良いとす
れば、この詩のおかげです。校歌は、儀式の時などだけ
歌うものではなく、生活の中で朝な夕な、嬉しいときも
悲しいときも歌うものだと思います。どうか心を合わせ
、声を合わせて、高らかに歌ってください。この校歌が
「城山中学校」を母校とする皆さんの「青春の歌」「心
の歌」「ふるさとの歌」になりますように。「愛唱歌」
になりますように、心から念じています。



城山中学校の沿革(1)
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城山中学校の沿革(2)
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城山中学校の沿革(3)
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城山中学校の沿革(4)
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卒業生の人数推移
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卒業生の人数推移
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卒業生の人数推移
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地域の希少植物

カンアオイ

カンアオイ（寒葵）はウマノスズクサ科に属し常緑の多年草

で冬でも青々しているので、この名前がつけられた。

日本固有種で関東地方から近畿地方、四国に分布する。

花季は秋季(10～11月)で地面に埋もれるようにつくが必然的

に種子の拡散範囲が狭いので分布が広がらない。

花はギフチョウ（岐阜蝶）の喰草としても知られる。

根は漢方薬として珍重されているが葉には毒があるので注意

が必要。増殖しにくい上に愛好家が乱獲したため全国的に

減り希少種である。



城山中で保護育成中の カンアオイ



カンアオイの花



カンアオイの生息環境

カンアオイ



学校周辺の自然環境

希少動物

オオタカ
カワセミ



地域の希少動物

オオタカ

城山中学校周辺は、開発前うっそうとした広大な雑木林で

あった。 このような環境は野生動物にとっては格好の棲家で

野うさぎ、たぬき、鳥類が多く見られた。

鳥類では特に希少種と言われる「オオタカ」が棲みつき地域

の動物生態系の頂点として縄張りをもっていたが、残念なこと

に開発な進み最近は見られなくなってしまった。

かつては城山中学校の校庭からオオタカが飛翔する姿が見ら

れた当時の記録写真をご紹介する。



オオタカの巣

高尾の森（城山中学校西側）



オ
オ
タ
カ
が
営
巣
す
る
松
の
木



オオタカの雄姿



高木の頂で獲物を狙うオオタカ



大空を悠然と飛翔するオオタカ



地域の希少動物

カワセミ

城山中学校周辺には、大沢川、城山川が流れていてサワガニ

やハヤが棲息している。

このような環境は野鳥類にとっては格好の餌場でカワセミ

やコサギなどが多く飛来する。

鳥類では特に「カワセミ」が美しい姿を見せ、地域住民に

親しまれている。

このカワセミに魅せられて本校学校運営協議会の二代会長

魚住 弘隆氏（故人）が撮影した貴重な写真をご紹介する。



城山川にて撮影

カワセミが魚を咥えた瞬間



城山川にて撮影

魚を咥えたカワセミの姿



城山中の四季

春 夏

秋 冬



城山中の四季（春）



城山中の四季（夏）



城山中の四季（秋）



城山中の四季（冬）



《編集後記》

平成２９年度は八王子市制１００周年記念事業の一環と
して市内の小中学校で地域啓発教育が実施されました。

この度、学校運営協議会では学校の歴史や地域のことを生
徒や保護者に知ってもらおうと考えて主要な写真を収集し
て編集しました。

開校までの写真・コメント文は尾上敦基先生が作成された
資料を使用させていただきました。

今後もこの記録写真が活用されますことを念願しています。

平成３０年３月吉日

城山中学校 学校運営協議会会長代行 進藤 丕


